
令和４年度第２回 恵那市地域密着型サービス運営委員会議事録 

 

 

Ⅰ 日時 令和５年２月 27 日（月）午後２時 15 分～午後２時 45 分 

 

Ⅱ 場所 恵那市消防防災センター ３階 防災研修室 

 

Ⅲ 審議委員 長谷川核三会長、篠原勝彦副会長、 

       山田忠委員、大木八重子委員、伊藤京子委員、三宅勝彦委員、 

       西部良治委員、鈴村弘二委員、西尾由香委員、島崎太郎委員、 

       古山雅博委員、伊藤剛志委員、鈴村八枝子委員、三宅弘文委員 

  （欠席） 前野禎委員、小木曽三枝委員、平野幸代委員、鈴木隆文委員 

 

Ⅳ 傍聴者 １名 

 

Ⅴ 次第 

１．開会 

２．議事 

（１）事業所の整備状況・動向及び指定について 

（２）地域密着型サービス事業所等に対する指導等について 

３．その他 

・令和５年度事業（恵那市介護人材育成修学資金、恵那市介護福祉士資格取得

支援助成金、恵那市高齢者公共交通利用支援事業）について 

・委員改選について 

４．閉会 

 

Ⅵ 議事録 

 

１．開会 

■会長 

 恵那市介護保険運営協議会を閉会し、引き続き恵那市地域密着型サー

ビス運営委員会を開会する。 

 

２．議事（進行：会長） 

（１）事業所の整備状況・動向及び指定について 

（２）地域密着型サービス事業所等に対する指導等について 

［ 事務局一括説明 ］ 

■会長 

 質問、意見を求める。 

 



■事務局 

 ６ページ、地域密着型サービス事業所の指定については、当委員会で承

認いただいた後に事業所の指定の手続きを進めていきたい。 

■委員 

 事業所の場所はどのあたりか。今、事業を既にやっているのか。 

■事務局 

 場所は長島町永田地内である。運営形態は、地域密着ではなく、定員 19

名以上の通所介護としてすでに運営している。 

■委員 

 定員を減らしたいということだが、理由は。 

■事務局 

 実際には定員未満の利用となっており、実態に合わせると地域密着の

方がより適しているということである。 

■委員 

 概ね長島町永田の人などが、今そこに通っているということか。 

■事務局 

 そうだ。今は地域密着ではないので市外の方も利用はできるが、現状が

ほぼ近くの方の利用のみになっているので、利用者を市内に限定しても

利用実態は変わらない。 

 今は定員 19 人以上という体制だが、10～12 人の利用しかない。ただ、

定員 19 人以上のため、そのためのスタッフを常時確保する必要がある。

定員を18人以下にして、利用に見合った体制に切り換えたいということ。 

■会長 

 実績もあり、特に問題もなければ良いのでは。 

［ 「異議なし」の声あり ］ 

■会長 

 地域密着型サービス事業所の指定について承認する。 

 

３．その他 

・令和５年度事業（恵那市介護人材育成修学資金、恵那市介護福祉士資格取得

支援助成金、恵那市高齢者公共交通利用支援事業）について 

［ 事務局説明 ］ 

■会長 

 質問、意見を求める。 

■委員 

 修学資金の対象は恵那市民のみか。市外在住でも将来恵那で働く意思

がある生徒は対象にはならないのか。 

■事務局 

 福祉系高校に通う生徒については、全て市外の高校となるため、恵那市



在住の生徒に限るものとする。 

 恵那南高校に通う生徒については、中津川市や瑞浪市など、市外の生徒

も受給することができる。 

 返済免除の要件は、市内事業所に勤めること。前回、介護保険運営協議

会に諮ったとき、条件を市内事業所に勤める市民として限定していたが、

働く際の住所要件は撤廃した。 

■委員 

 返還の免除要件が、市内の介護施設等に勤務となっているが、例えば、

中津川市と恵那市に事業所を置く法人もある。人事異動で市外の事業所

に勤める場合もあるが、その場合は。 

■事務局 

 市外への異動については、会社に配慮をお願いしたい。市としては、市

内事業所の人材確保が目的のため、免除要件はあくまで市内事業所に勤

務とさせていただく。 

■委員 

 新聞に、「恵那南高、企業実習に協定書」というのがあった。市内の会

社、介護事業所、市役所など、８つの企業や事業所が恵那南高校と協定を

結んで生徒たちを受け入れるとあるが、関連は。 

■事務局 

 それは恵那南高校の特色ある授業の進め方の一環であり、２年生が企

業で働きながら直に吸収してもらう取組を学校独自で進めているもの。 

 それとは直接関連はないが、修学資金について恵那南高校の先生に意

見を伺った際に、修学資金の取組もこういった形で進むとより良くなる

という話はあった。うまく繋がればいいと期待している。 

 

・委員改選について 

■事務局 

 令和４年度末を以って、現委員の任期が満了となる。各選任団体等にお

いては改めて令和５年度以降の委員を推薦願う。また、再任となる委員が

みえれば、引き続きご協力をお願いしたい。 

［ 意見なし ］ 

 

４．閉会 

■副会長 

 本日は忙しい中ありがとうございました。貴重な意見をたくさん頂き、

お礼申し上げる。これで閉会する。 


